
5 月 31 日 聖霊降臨日  聖書日課・詩編 

 

特祷  聖霊降臨日 

次のうちいずれか一つを用いる。 

特祷は前夕と当日用い、つづく週日の特祷は、聖霊降臨日に最も近い特定のものを用いる。 

 全能の神よ、この日あなたは、約束された聖霊の降臨によって、すべての民族、国

民に永遠の命の道を開かれました。どうか福音の宣教によって、この聖霊がますます

世界に注がれ、地の果てにまで広がりますように、聖霊の一致のうちに父と一体であ

り、世々に生き支配しておられる主イエス・キリストによってお願いいたします。ア

ーメン 

 

 神よ、あなたはこのときに聖霊を降し、そのみ光によってみ民の心を照らしてくだ

さいました。どうかわたしたちも同じ聖霊によって万事を誤りなくわきまえ、常にそ

のみ助けを喜ぶことができますように、父と聖霊とともに一体であって世々に生き支

配しておられる主イエス・キリストによってお願いいたします。アーメン 

 

使徒言行録 〔2・1-11〕 

 1 五旬祭の日が来て、一同が一つになって集まっていると、2 突然、激しい風が吹い

て来るような音が天から聞こえ、彼らが座っていた家中に響いた。3 そして、炎のよ

うな舌が分かれ分かれに現れ、一人一人の上にとどまった。4 すると、一同は聖霊に

満たされ、”霊”が語らせるままに、ほかの国々の言葉で話しだした。 

 5 さて、エルサレムには天下のあらゆる国から帰って来た、信心深いユダヤ人が住

んでいたが、6 この物音に大勢の人が集まって来た。そして、だれもかれも、自分の

故郷の言葉で使徒たちが話をしているのを聞いて、あっけにとられてしまった。7 人々

は驚き怪しんで言った。「話をしているこの人たちは、皆ガリラヤの人ではないか。8

どうしてわたしたちは、めいめいが生まれた故郷の言葉を聞くのだろうか。9 わたし

たちの中には、パルティア、メディア、エラムからの者がおり、また、メソポタミア、

ユダヤ、カパドキア、ポントス、アジア、10フリギア、パンフィリア、エジプト、キ

レネに接するリビア地方などに住む者もいる。また、ローマから来て滞在中の者、11

ユダヤ人もいれば、ユダヤ教への改宗者もおり、クレタ、アラビアから来た者もいる

のに、彼らがわたしたちの言葉で神の偉大な業を語っているのを聞こうとは。」 

 

または 

旧約聖書  エゼキエル書 〔11・17-20〕 
17 それゆえ、あなたは言わねばならない。主なる神はこう言われる。『わたしはお前た

ちを諸国の民の間から集め、散らされていた諸国から呼び集め、イスラエルの土地を

与える。18 彼らは帰って来て、あらゆる憎むべきものと、あらゆる忌まわしいものを

その地から取り除く。19 わたしは彼らに一つの心を与え、彼らの中に新しい霊を授け



る。わたしは彼らの肉から石の心を除き、肉の心を与える。20 彼らがわたしの掟に従

って歩み、わたしの法を守り行うためである。こうして、彼らはわたしの民となり、

わたしは彼らの神となる。 

 

詩編  第 104 編（30-35 節、または 24-35 節） 
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使徒書  コリントの信徒への手紙Ⅰ 〔12・4-13〕 

 4 賜物にはいろいろありますが、それをお与えになるのは同じ霊です。5 務めにはい

ろいろありますが、それをお与えになるのは同じ主です。6 働きにはいろいろありま

すが、すべての場合にすべてのことをなさるのは同じ神です。7 一人一人に”霊”の働

きが現れるのは、全体の益となるためです。8 ある人には”霊”によって知恵の言葉、あ

る人には同じ”霊”によって知識の言葉が与えられ、9 ある人にはその同じ”霊”によっ

て信仰、ある人にはこの唯一の”霊”によって病気をいやす力、10 ある人には奇跡を行

う力、ある人には預言する力、ある人には霊を見分ける力、ある人には種々の異言を

語る力、ある人には異言を解釈する力が与えられています。11 これらすべてのことは、

同じ唯一の”霊”の働きであって、”霊”は望むままに、それを一人一人に分け与えてく

ださるのです。 

 12 は一つでも、多くの部分から成り、体のすべての部分の数は多くても、体は一つ

であるように、キリストの場合も同様である。13 つまり、一つの霊によって、わたし

たちは、ユダヤ人であろうとギリシア人であろうと、奴隷であろうと自由な身分の者

であろうと、皆一つの体となるために洗礼を受け、皆一つの霊をのませてもらったの

です。 

 

または 

使徒言行録 〔2・1-11〕 

 1 五旬祭の日が来て、一同が一つになって集まっていると、2 突然、激しい風が吹い

て来るような音が天から聞こえ、彼らが座っていた家中に響いた。3 そして、炎のよ

うな舌が分かれ分かれに現れ、一人一人の上にとどまった。4 すると、一同は聖霊に

満たされ、”霊”が語らせるままに、ほかの国々の言葉で話しだした。 

 5 さて、エルサレムには天下のあらゆる国から帰って来た、信心深いユダヤ人が住

んでいたが、6 この物音に大勢の人が集まって来た。そして、だれもかれも、自分の

故郷の言葉で使徒たちが話をしているのを聞いて、あっけにとられてしまった。7 人々

は驚き怪しんで言った。「話をしているこの人たちは、皆ガリラヤの人ではないか。8



どうしてわたしたちは、めいめいが生まれた故郷の言葉を聞くのだろうか。9 わたし

たちの中には、パルティア、メディア、エラムからの者がおり、また、メソポタミア、

ユダヤ、カパドキア、ポントス、アジア、10フリギア、パンフィリア、エジプト、キ

レネに接するリビア地方などに住む者もいる。また、ローマから来て滞在中の者、11

ユダヤ人もいれば、ユダヤ教への改宗者もおり、クレタ、アラビアから来た者もいる

のに、彼らがわたしたちの言葉で神の偉大な業を語っているのを聞こうとは。」 

 

福音書  ヨハネによる福音書 〔20・19-23〕 

 19 その日、すなわち週の初めの日の夕方、弟子たちはユダヤ人を恐れて、自分たち

のいる家の戸に鍵をかけていた。そこへ、イエスが来て真ん中に立ち、「あなたがたに

平和があるように」と言われた。20 そう言って、手とわき腹とをお見せになった。弟

子たちは、主を見て喜んだ。21 イエスは重ねて言われた。「あなたがたに平和があるよ

うに。父がわたしをお遣わしになったように、わたしもあなたがたを遣わす。」22 そ

う言ってから、彼らに息を吹きかけて言われた。「聖霊を受けなさい。23 だれの罪で

も、あなたがたが赦せば、その罪は赦される。だれの罪でも、あなたがたが赦さなけ

れば、赦されないまま残る。」 

 

または 

福音書  ヨハネによる福音書 〔14・8-17〕 
8 フィリポが「主よ、わたしたちに御父をお示しください。そうすれば満足できます」

と言うと、9 イエスは言われた。「フィリポ、こんなに長い間一緒にいるのに、わたし

が分かっていないのか。わたしを見た者は、父を見たのだ。なぜ、『わたしたちに御父

をお示しください』と言うのか。10 わたしが父の内におり、父がわたしの内におられ

ることを、信じないのか。わたしがあなたがたに言う言葉は、自分から話しているの

ではない。わたしの内におられる父が、その業を行っておられるのである。11 わたし

が父の内におり、父がわたしの内におられると、わたしが言うのを信じなさい。もし

それを信じないなら、業そのものによって信じなさい。12 はっきり言っておく。わた

しを信じる者は、わたしが行う業を行い、また、もっと大きな業を行うようになる。

わたしが父のもとへ行くからである。13 わたしの名によって願うことは、何でもかな

えてあげよう。こうして、父は子によって栄光をお受けになる。14わたしの名によっ

て何かを願うならば、わたしがかなえてあげよう。」 

 15「あなたがたは、わたしを愛しているならば、わたしの掟を守る。16 わたしは父

にお願いしよう。父は別の弁護者を遣わして、永遠にあなたがたと一緒にいるように

してくださる。17 この方は、真理の霊である。世は、この霊を見ようとも知ろうとも

しないので、受け入れることができない。しかし、あなたがたはこの霊を知っている。

この霊があなたがたと共におり、これからも、あなたがたの内にいるからである。 

 


